
 

  

研究内容：  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 研究概要 

パルスレーザーを材料表面に照射すると，材料表面の固体が昇華し空間に向かっ

て散逸します．その反作用として材料内部へ向う弾性波（超音波）が生じ，材料内部に

欠陥が有る場合は欠陥からの反射波が発生します．この反射を解析することにより材

料内部を非破壊検査することが出来ます． 

 研究テーマと成果の例 

（１）レーザー超音波によるコンクリートの非破壊検査に関する研究 

下図は人工欠陥を埋設したコンクリート試験片にパルスレーザーを照射したときの

受信波形です．波形の中で特徴的なピーク A に注目して人工欠陥の埋設深さを計算

すると 53.1mm となりました．人工欠陥の実際の埋設深さは 43mm であるので，約 10mm 大きくなっています．次に逆位相に

なるが早い時刻に到達しているピークＢに注目すると埋設深さは 43.4mm と算定され，ほぼ正しい値を得られることがわかり

ます． 
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図２ 実験結果 

 

図１ レーザー超音波の発信と受信  
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